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	沈黙の換算式
	喋らないという選択は、 思考が浅いからではない。
	発言しないことは、 しばしば欠如として扱われる。
	発言量＝思考量 饒舌さ＝知性 主張＝誠実さ
	そんな単純な換算式が、 空気のように場を支配している。
	だが沈黙には、空白とは異なる位相がある。 そこには、まだ形を持たない思考と、 意図を含んだ距離が存在している。
	喋らない人は、何も考えていないわけではない。 むしろ逆に、考えが途中で終わっていないからこそ、 言葉にしないことがある。
	簡単に言えば通じてしまう場で、 簡単な言葉に落とすことを選ばない。 主張すれば整理されたように見える場で、 整理されてしまうことを拒む。
	沈黙は、逃避ではない。 保留でも、欠如でもない。
	思考には、声になる前の密度がある。
	言葉にすれば壊れてしまう配置や、 一度発してしまえば戻れない距離感がある。
	全体を見ているから黙る人もいる。
	場の均衡を崩さないために、声を引く人もいる。
	自分の言葉が持つ重さを知っているから、 軽々しく差し出さない人もいる。
	沈黙は、止まっているのではない。 むしろ、進みすぎていることがある。
	発言は誠実さの証明にはならない。 主張は正しさの条件ではない。
	語らないことと、考えていないことは同義ではなく、 静かな態度と、無関心はまったく別のものだ。
	言葉を選ばない自由があるように、 言葉を置かない自由もまた、存在している。
	沈黙の中にも、意図はある。 距離の中にも、判断はある。
	だがそれは、 言葉の側からは測れない。
	何も言わない人が、 何も考えていないとは限らない。
	ただ、 言葉に追いつかれていないだけかもしれない。
	Edition ― 価値観の航路 別景：沈黙の換算式
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